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1. はじめに 
	
 著者らはこれまで，本学理工学部ヒューマン

情報システム学科(2015 年 4 月より情報電子工学

科に名称変更)において 3 年生が 1 年生のプロジ

ェクトベース学習(Project	
 Based	
 Learning,	
 

PBL)における課題解決を，プロジェクト管理の

手法を用いて，プロジェクト管理者(Project	
 

Manager,	
 PM)として管理する演習授業（授業名

称「プロジェクト管理」）を実践してきた[1]．

3 年生の PM は，1 年生のメンバ，クライアント

などのプロジェクトの関係者と様々なコミュニ

ケーションをとりながらプロジェクトを進めて

いく．著者らの実践においても，Learning	
 

Management	
 System	
 (LMS)の掲示板を用いて関係

者間の種々のコミュニケーションをとりつつ作

業を進める．「プロジェクト管理」では，プロ

ジェクトを計画し実施する際に，様々なツール

(WBS やガントチャートなど)が用いられ，それに

は，種々の連絡や申請の様式等も含まれている．

LMS の掲示板でコミュニケーションを取る際も，

様式が設定された MS-word ファイルに必要事項

を入力して，添付ファイルとして投稿したり，

指定した項目を記事に直接記述してきた．しか

し，現在のやり方では，掲示板への投稿や記事

の閲覧に手間がかかる．	
 

	
 本研究では，掲示板に「プロジェクト管理」

で用いられるツールの機能を組み込んだコミュ

ニケーション支援ツールの開発を目指している．

2015 年度は，本ツールにプロジェクト管理に関

わる幾つかの機能を実装して，授業にて活用し

た．	
 

	
 

2. 授業の概要 
	
 3 年生の演習授業「プロジェクト管理」では，

まず前半の 4 回でプロジェクト管理についての

知識を学ぶ．その後，中盤の第 5 回から第 7 回

までに，後半で 1 年生と実施するプロジェクト

の立ち上げを行い，計画を作成する．後半の第 8

回から第 15 回までの 8 回の授業では，実際に 1

年生とプロジェクトを実行し，3 年生は計画に沿

ってプロジェクトを管理する．	
 

	
 1 年生の演習授業「プロジェクト演習」は，前

半の 7 回と後半の 8 回に分けて，2 つのテーマに

取り組む．この演習授業は，前述の「プロジェ

クトベース学習における課題解決」を行なうも

のであり，それぞれ，複数のテーマから各自好

きなものを選択するので，前半と後半で異なる

グループとなる．後半のテーマのうちの 1 つが

プロジェクト管理と合同で実施する内容となっ

ている．	
 

	
 3 年生の PM は，中盤の「プロジェクトの立ち

上げ，計画の作成」において，依頼された Web

アプリに求められる機能やプロジェクトで取り

組むスコープなどをクライアントに提示して，

了解を取り付ける．	
 

	
 後半の「プロジェクトの実行」においては，3

年生の PM は毎回の授業において 1 年生のメンバ

にその日の作業内容の指示書を提示する．1 年生

のメンバは，その日の作業内容を日報として 3

年生の PM に報告する．	
 

	
 

3. 支援ツールに求められる機能 
	
 「プロジェクト管理」と「プロジェクト演

習」における情報のやり取りは，PM を中心とし

て行われる．その多くは PM が発信し，それに対

して関係するメンバやクライアントなどがなん

らかの形で返信する形をとる．	
 

	
 プロジェクトの立ち上げの段階では，クライ

アントと Web アプリの仕様についてやり取りを

行い，プロジェクトの対象となる範囲(スコー

プ)等について合意しておく．その際，プロジェ

クトを定義する文書として「プロジェクトファ

イル」を用いる．プロジェクトファイルの作成

に先立ち，クライアントの要求項目をまとめる

「要求仕様確認表」も用いる．	
 

	
 プロジェクトが定義できたら，次に計画の段

階の作業を行う．まずプロジェクトを具体的な

作業量を見積もることができるくらいの作業ま

で分解する．作業を分割したものが「WBS」で，

この時の最も細かいレベルの作業が「ワークパ

ッケージ」である．これらは基本的に PM が作成
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する．ワークパッケージの所要期間や実施順序

などを考慮して日程を設定し「ガントチャー

ト」を作成する．	
 

	
 計画が作成できたら，実際にプロジェクトの

作業に取り掛かる．PM は，ワークパッケージご

とに，具体的な作業内容や成果物などを具体的

に示した「作業記述書」を作成し，作業を行う

メンバに提示する．メンバは，作業指示書に従

って割り当てられた作業を行い，その回の授業

での進捗を「日報」としてまとめ，PM に報告す

る．	
 

	
 本実践におけるプロジェクト管理に関わる情

報のやり取りで使われるツールや様式をまとめ

ると以下の通りとなる．	
 

-	
 要求仕様確認表	
 

-	
 プロジェクトファイル(プロジェクト憲章)	
 

-	
 WBS	
 

-	
 ガントチャート	
 

-	
 作業記述書	
 

-	
 日報	
 

	
 今年度の実践では，支援ツールが提供する機

能として，このうち PM とクライアントとのやり

取りに使われる「プロジェクトファイル」と，

PM と各メンバとのやり取りに使われる「作業記

述書」「日報」を実装した．また，作業記述書

の対象となるワークパッケージの一覧として

「WBS」も実装した．	
 

	
 

4. 開発環境 
	
 本研究で開発した支援ツールは，PHP のフレー

ムワークである CakePHP	
 ver.2.7.3 を用いた．

また開発環境として XAMMP	
 for	
 MacOS	
 ver.5.6.8

を用いた．	
 

	
 

5. 授業での実践 
	
 本研究にて開発した支援ツールを用いた「プ

ロジェクト管理」・「プロジェクト演習」の授

業実践を，2015 年度後期に行った．対象は，

「プロジェクト管理」を履修するヒューマン情

報システム学科 3 年(2 名，内１名は４年生)およ

び，「プロジェクト演習」の後半のテーマで Web

アプリ開発を選択した情報電子工学科 1 年(10

名)である．	
 

	
 開発する Web アプリのテーマは，栃木県のプ

ロバスケットボールチームであるリンク栃木ブ

レックスより依頼を受けた「スマフォ用写真交

流サイト（No.1 カメラマンはアナタ！）」の開

発である．開発したアプリは 2016 年 2 月 11 日

に行われる試合で観戦者に利用してもらうこと

を目指している．	
 

6. 実践結果 
	
 本研究にて開発した支援ツールを用いて，3 年

生の PM がクライアントであるリンクとちぎブレ

ックスの担当者に，プロジェクトファイルの内

容を確認してもらい，了解を得た．また後半の

毎回の授業で 3 年生の PM から 1 年生のメンバへ

作業指示書が示され，授業終了後に 1 年生のメ

ンバに日報を書いてもらった．	
 

	
 2015 年 12 月末の時点で，「プロジェクト管

理」および「プロジェクト演習」の授業は 12 回

まで終了している．この時点で，支援ツールを

利用した学生から，支援ツールを使うメリット

およびデメリット，改善すべき点を答えてもら

った．1 年生の回答者は 10 名中 6 名，3 年生の

回答者は 2 名中 2 名であった．学生の回答では，

支援ツールを使うメリットとして「他の学生の

進捗がわかる」という意見が多かった．また，

改善すべき点としては「詳細な内容へのリンク

をボタンではなく件名から張ったほうがわかり

やすい」というものが２件あった．	
 

	
 

7. 考察 
	
 本研究にて開発している，プロジェクト管理

におけるコミュニケーション支援ツールを用い

て授業実践を行った．使用した学生の反応は否

定的なものではなく，ユーザインターフェース

などを改良し，機能を充実させていくことで，

本支援ツールが，プロジェクト管理におけるコ

ミュニケーションの場として有効に機能すると

思われる．	
 

	
 今年度のプロジェクトのテーマは，実際に外

部の組織から依頼を受けたものであった．これ

までは教員が仮想的なクライアント役を演じる

ことで，プロジェクトの立ち上げや計画を行っ

ていた．支援ツールには，学生や教員に仮想的

な役割を設定する機能もつける予定だったが，

今年度は不要であると思われたため実装してい

ない．仮想的あるいはリアルな PBL における役

割の設定をどうするかは今後の課題である．	
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